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勝化事業の第一線に活躍した人々

鮭鱒将化事業技術者は，民間時代で

も解化場設置と共に主として千歳解化

場で事業期間中に実地の指導を受け

た。今之等の技術者はどうして居られ

るであろうか，古い記録は火災に逢っ

たので，随分各地に照合して見たが中

々わからなし、，同時に講習を受けた人

々でも思い出せないというのもあった

りで，当時自分が下手な写真を記念ど

して写したものを所持しておった人が

あったので，思いがけなく当時の穣束IJ

たる青年の姿を見ることが出来たのも

あった。自分の関係した時代の写真は

手元にあったが，本場に置いて焼いて

しまったので前記の仕末である。而し

て木造に於ける最初の解化場たる渡島

国茂辺地解化場の如きは専ら農商務

省の関沢明、清氏の指導に則りたるが地

元の松田万平とその息子松田万治の両

氏が解化技術に専念された。明治21年

千歳解化場の出現によって道南の大将

化場たる八雲僻化場の技術者渡辺子之

次郎氏は千歳解化場で実地の指導を受

け，帰来大いに部下の養成につとめ，

場員土岐足彦氏は知内解化場の新設に

伴い此処に進出し，叉帯広勝化場の新

設に当つては当時千歳解化場員たりし

鴨川済及其の養嗣子豊の両氏は相携い

て之に赴き，叉鴨川氏の令弟羽生銀蔵

菊 地 覚 助

氏は根室国内に勃興せる西別以下の解

化場の技術面の指導に貢献したる処甚

だ大である O 叉歴史的に最もE甘い噴火

湾の壮瞥解化場技術員常盤次郎氏は元

渡島七重試験場の常傭人であったが，

同解化場の設立により退いて千歳解化

場で解化技術を習得し， その発達に

専念したが，明治43年洞爺湖畔有珠岳

の山系，円山の大噴火によりて壮瞥解

化場の用水が悪変し，遂に廃止となっ

た。筆者も亦災厄に逢った l人として

感無量のものがある。 浜益川の支流

右岸に湧水地があり，此処に解化場が

新設されると共に之れに当った技術者

は，千歳解化場で修得された長谷川i青
七氏で，熱心なる氏によって漸次その

成績も挙がったが，或事情の為め中断

され，其の後も周囲の開発によりて水

量が減退し，再起不能となり，附近に

適地を求めたがあまり呑んばしくなか

った。石狩漁業組合は旭川近郊神楽村

に瞬化場を設置し，この技術者として

高橋常次郎氏担当したが，これ叉アツ

ケなく廃止となったが，同氏は更に天

塩川流域に僻化場設置の議起り，天塩

潟業組合より聴されて適地調査及建設

に当り，此の解化場は一時天塩支場の

前身であった事もあり，新たに美深町

に支場の設置を見るに及んでJH:の解化
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場は格段と衰微した。

日高国染退川(現在の静内川)の上

流市父村(現在静内町字御園)に解化

場が設置されたが，技術員として大沢

清吉氏が之を担当したが，幾許もなく

荒木勝次氏と交代した。

択捉の僻化事業は大{本に於てその規

模も大きく，経営主体も漁業の将来性

を考慮されて熱心これに当り，解化の

技術は主として藤村信吉氏に負うとこ

ろ多か

ったが

しかも

殆んど

年々兵

役前の

青年を

千歳又

は西別

に送っ

て常に

新味を

失わぬ

又は北大水産専門部卒業生を採用して

積極的に解化事業の効果を挙げること

につとめられた。この点から見ても民

設騨化場の時代からエトロフでは高等

水産:教育を受けた人々は，道内の解化

場に比べて多かった事も特色があった

ようだ。

解化技術上のことは一般的には誰れ

が行っても稚魚が出来るので之れを軽

視し，卵の取扱等に対しても徒らに鄭

重に過

ぎ，或

は粗略

に流れ

る等の

ために

醇化の

使命を

完了す

る事が

出来な

し、等の

ことあ

事につ

とめら

れたが
大正14年度解化事業実習生，写真上は実習生.右より岩淵喜多
男，富永真佐利，吉田武一，毛矛IJ八百蔵，浜畑正男，森莱，下は場

るに鑑

み，水

産試験

明治43 員，右より波多野安吉，菊池覚助，藤井顕，長峯千山，品川金次郎 場の実

年頃から以降吉間竹太郎，佃梅治，杉 習規程に基ずき技術者には正式に之を

本房次郎，西野清蔵，吉田武夫，能渡 習得せしむることとし，大体10月以降

源蔵，吉田武一，白井義雄，八木沢喜 翌年3月稚魚、放流開始迄約6ヶ月間に亘

家，下山卯之松，辻民治，楢山光治の り，解化に関する学術7宙実地の技術を

諸氏が次ぎつぎと派遣され教を受け 習得せしめる事とした。大正10年第 1

た。この人々は解化場の中堅となり第 四の講習を開始したが，当時水産試験

一線に活躍された。勿論道内の各府化 場は小櫓市外高島村に在った時代で

場に於ても，同様技術者の養成に留意 (現在の小棒市高島町〉此処で解化に

され，明治42.3年頃より中等水産学校 関する学術を授けられ，後半は千歳解
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欠乏に堪えられた事に対しては，例外

なく敬意を表する次第である。其後終

戦によりて国後，捉択の両島に樺太の

醇化場は全部接収され，これに所属の

技術者は道内に殺到し満腹の状態とな

りたるも，漸次新陣代謝し，大正時代

の人々は最早や大部分は功成り職を退

いた人，或は故人となった人等で，解

化事業の講習を受けた人の数は70人余

で，現在事業に従事している人は僅か

に20名を出でない。今後水産教育を受

けた人々は年々多くなってくる事は必

定であろうが， .支場事業場に在って第

一線に活躍する人々の養成を等閑に附

する事は出来ないであろう。

次表氏名の判然しないものに対して

は更に調査し完全にし度L、。

化場で長期実地の修業を卒へ，一応の

資格を得た訳である。爾来別表の如く

昭和19年迄継続されたが，昭和 9年以

後一時中断されている。

昭和9年全解化場が官庁に移管され

ると共に，新たに支場に昇格した所も

あり今日に於ては技術者も高等教育を

受けられた人々も非常に多くなり，一

面事務的には一段と煩雑さを加へ，事

業場の如きは事実に於て主任兼小使的

の如き場合あるも，昔と違って山の中

の解化場でも電燈もあり，子弟教育上

からも割合に恵まれている事は幸福と

いわねばならぬと思う。

戦争によりて一時各解化場々員の応

召されるもの多く，此期間中少数の技

術者によりて鮭鱒増殖の為め所謂困苦

場

ず
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に
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後
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亡

路

職

化
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釧
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同
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向

勝
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在現

北見，斜里瞬化場

同

根室，伊茶仁田理化場

同標津牌化場

胆振，禾:1]別解化場

国後，二木城鮮化場
iJ西別解化場にて受講僻化場に就

11職せず

| 千歳僻化場

終了後最初の就職地

吉

蔵

孝

吉

雄

夫

受講者氏名

正

新

知

荘

義

新

武

子

田

藤

部

井

瀬

田

瓢

多

内

阿

村

高

士

日

" 
1/ 

" 
1/ 

" 
" 

年

同U

井義

国利三

田正

" 

十勝，札内事業場

(死亡〉

就職せず

腿職後就職せず

何言明

I就職せず

|同

択捉，比良糸僻化場

胆振，利別解化場

就職せず

雄

郎

夫

国土日

臼
池
土
日

〈聴講生〉l

大正12

" 

|根室奔別府化場
択捉，老門僻化場

就職せず

同

三 田村栄四郎

能 渡源蔵

森初男

中島某

外二名氏名不詳

" 
大正13

" 

" 
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大正14 浜 畑 正 男 天塩，天塩解化場 (死亡)

H 毛 手目 八百 蔵 胆振，敷生鮮化場

11 富 永 真佐 事j 根室，標津僻化場

" 岩 調j 喜多 男 就職せず 就職せず

11 松 本 石 蔵 同 (死亡〕

" =広』志 国 武 一 択捉，当路勝化場 (退部不職漁明後協組，合根室湾中
11 森 某 就職せず

日高，静内事業場

退職後就職せず

退職後不明

同

〈死亡)

退職後不明

退職後不明

不明

森五

野口正

加賀富

荒木要兵

グ| 千葉民

中島

林農

板垣

渡島，上ノ因解化場

後志，朱太僻化場

渡島，上ノ国卿化場

釧路，厚岸鮮化場

根室，標津勝化場

一

樹

三

衛

三

民
J正大

" 
11 

" 

ー

ー

I
l
l
i
-
-
相

斉

孝

某

一

吉

根室，伊茶仁田浮化場

渡島，知内解化場

就職せず

件六

大 丸 徳 次 Ns 釧路，尾幌1降化場 { 太退(職旧田事後名不業尾場幌明〕
石 山徳次 良R 渡島，厚沢部勝化場

平 間 末 吉 就職せず 不明

大 西 久 光 釧路，屈斜路勝化場 退職後不明

昭和4 片 桐 正 =仁』3 日高，腕別府化場 羅臼，事業場

11 昭島 )11 肇 十勝，十勝僻化場 根室支場

11 真 回 忠 蔵 就職せず 不明

11 前 回 篤 同 同

11 |杉 山 弘 同 同

昭和5 八木 沢 喜 家 択捉，紗那1際化場 北見支場

11 蹴揚富太郎 北見，頓別府化場 頓別勝化場

11 森 一 次 就職せず 不明

11 鈴 木 節 司 同 同

昭和6 中 西 義麻呂 就職せず 不明

11 竹 山 楳 造 同 同

11 永 沼 四 良日 J同 同

退職後就職せず後志，尻別鮮化場為木高昭和2
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" 

" 

湧730事業場

退職後不明

同

不明

同

同

北見，網走鮮化場

北見，藻琴1際化場

北見，湧別牌化場

就職せず

根室，伊茶仁僻化場

就職せず

郎

茂

道

雄

次

太

知

隆

秀

常

コ
一
谷

藤

野

原

藤

田

佐
板
士
口
藤
斉
士
口

7
a
 

和刀口

" 
んF

" 
" 

北見，徳志別事業場

継続実施

退職後不明

同

択捉，紗那僻化場

石狩，上川町白家養魚

択捉，老門鮮化場

同 ラウス静化場

松

祐

治

治

山タIJ 之

石全

民

光

下

明

辻

楢

昭和8

" 
" 

山

太田事業場

札幌スポーツセンター

不明

北見，斜里事業場

十勝，十勝支場

就職せず

志 田 一 彦

場遜

木京一郎々

鴨

大

佐

" 
昭和17

" 

" 

斜里事業場

渡島支場

根室支場

天塩支場

中標津事業場

阿寒事業場

日旦振，千歳支場

北海道水産鮮化場

日高，静内事業場

天塩，天塩支場

根室，計根別事業場

同 伊茶仁事業場

治

治

世

E
三
二

土

品

希

純

武

敬

成

内山

田

回

内

江

小

林

友

平

竹

永

Ra和18

" 

" 
" 

" 

藻琴事業場

天塩支場

退職後不明

同

北見，藻琴事業場

十勝，十勝支場

北海道水産解化場

同

助

晴

朝

武

姓

戦

巾

忠
彦

宍戸

渡辺 克

大 原

小倉
" 

れた大西真平氏は 7月22日，紋別市の

自宅で逝去しました。

葬儀は市葬をもって， 7月25日，岡

市役所議事堂でしめやかに行われた。

と体重，

発行数 150部

昭和31年に於ける調査資料

で，鮭41ケ所，さくらます13

ケ所， からふとます20ヶ所

(5支場， 37事業場)で行わ

れたもの。このほか面川での

天然産卵床よりの勝出分も含

まれている。

担当者事業課，谷口技官

道内の主要河川に遡上する鮭

親魚、の年令組成，体長，体重

組成と 54.55の2ヶ年間は鱗

の中心部の型の組成について

整理したもの

担当者調査課，小林技官，

阿部技官，

(資料106)

放流期に達した稚魚、の全長

〈資料105)

北海道主要河川に深上する

鮭親魚、の年令組成，イ本長，

体重組成，鱗の中心部の型

分けについて

発行数 400部

1950年-55年迄の 6ヶ年間.
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